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所有する山林面積および住所

変更のあった方は組合まで御

連絡下さい。 

組合員の方へ  

平
成
十
九
年
八
月
三
十
一
日
、

林
業
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
二
十

六
回
通
常
総
代
会
が
、
来
賓
、
総

代
、
役
員
百
九
十
三
人
（
う
ち
書

面
決
議
書
六
十
四
人
）
の
出
席
を

得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
は
じ
め
に
、
鈴
木
組
合
長

よ
り
「
最
近
の
わ
が
国
の
経
済
は

企
業
業
績
の
改
善
等
に
よ
り
設
備

投
資
が
増
加
し
、
景
気
は
緩
や
か

に
回
復
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
森

林
・
林
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
依

然
と
し
て
低
迷
し
意
欲
の
湧
か
な

い
情
勢
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
、
国
民
の
森
林
に
対
す
る
意

識
の
変
化
、
地
球
温
暖
化
の
防
止

と
い
っ
た
環
境
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

の
高
ま
り
、
資
源
と
し
て
の
見
直

し
、
ユ
ー
ロ
高
に
よ
る
輸
入
木
材

の
減
少
等
に
よ
り
丸
太
価
格
に
よ

る
値
戻
し
が
観
ら
れ
ま
し
た
が
、

森
林
の
維
持
、
管
理
は
、
困
難
で

生
産
コ
ス
ト
を
下
げ
る
こ
と
以
外

手
立
て
が
な
い
も
の
と
思
わ
れ
、

又
、
国
・
県
・
市
に
お
い
て
は
公

共
建
築
等
へ
の
事
業
量
の
拡
大
を

望
む
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
近
年
、
山
林
が
相
続

等
に
よ
り
、分
散
化
と
相
ま
っ
て
、

材
価
の
低
迷
等
に
よ
り
、
山
林
に

対
す
る
管
理
意
欲
、
意
識
の
低
下

に
よ
り
管
理
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
傾
向
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
組
合

が
委
託
管
理
を
さ
せ
て
も
ら
う
こ

と
に
よ
り
森
林
の
健
全
な
維
持
管

理
と
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
・
Ｇ
Ｉ
Ｓ
等
を
活

用
し
た
境
界
の
明
確
化
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
組
合
の
運
営
は
、
今
ま
で
整

備
さ
れ
た
い
な
か
っ
た
森
林
を
健

全
な
森
林
に
す
る
こ
と
を
積
極
的

に
取
り
組
み
、
職
員
・
労
務
班
員

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
事

業
管
理
に
も
配
慮
し
た
結
果
、
経

常
利
益
で
は
近
年
に
な
い
増
益
と

な
る
決
算
報
告
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
組
合
員
各
位

を
は
じ
め
、
関
係
機
関
の
暖
か
い

ご
指
導
ご
支
援
の
お
陰
と
感
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
と
し
て
、小
嶋
市
長
、

静
岡
市
議
会
の
近
藤
副
議
長
、
中

部
農
林
事
務
所
の
中
野
所
長
、
静

岡
県
森
林
組
合
連
合
会
の
榛
村
代

表
理
事
会
長
に
よ
り
ご
祝
辞
を
頂

き
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
静
岡
市
議
会
か
ら

安
竹
議
員
、
千
代
議
員
、
石
上
議

員
、
繁
田
議
員
、
静
岡
市
経
済
局

山
本
局
長
、海
野
農
林
水
産
部
長
、

大
石
参
与
兼
農
林
総
務
課
長
、
同

課
牧
野
参
事
兼
統
括
主
幹
、
同
課

原
田
主
査
、
狩
野
参
与
兼
治
山
林

道
課
長
、
同
課
伊
藤
参
事
兼
統
括

主
幹
、
静
岡
県
森
林
組
合
連
合
会

大
場
参
事
兼
指
導
管
理
部
長
、
独

立
行
政
法
人
緑
資
源
機
構
関
東
整

備
局
静
岡
水
源
整
備
事
務
所
森
下

所
長
に
ご
臨
席
を
賜
り
総
代
会
に

花
を
添
え
ら
れ
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
平
成
十
八
年
度
事

業
報
告
書
、
平
成
十
九
年
度
の
事

業
計
画
等
、
全
十
一
号
議
案
が
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

又
今
年
は
、
理
事
・
監
事
任
期

満
了
に
伴
い
投
票
を
行
い
、
全
員

の
賛
成
を
得
て
承
認
可
決
さ
れ
無

事
、
総
代
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

第
一
号
議
案

平
成
十
八
年
度
事

業
報
告
書
、
貸
借
対
照
表
、
損
益

計
算
書
及
び
剰
余
金
処
分
案
承
認

の
件

第
二
号
議
案

平
成
十
九
年
度
事

業
計
画
設
定
の
件

第
三
号
議
案

平
成
十
九
年
度
一

般
賦
課
金
徴
収
方
法
を
定
め
る
件

第
四
号
議
案

平
成
十
九
年
度
役

員
報
酬
を
定
め
る
件

第
五
号
議
案

平
成
十
九
年
度
諸

手
数
料
徴
収
方
法
を
定
め
る
件

第
六
号
議
案

平
成
十
九
年
度
余

裕
金
及
び
積
立
金
預
け
入
れ
先
承

認
の
件

第
七
号
議
案

平
成
十
九
年
度
に

お
け
る
借
入
金
の
最
高
限
度
を
定

め
る
件

第
八
号
議
案

平
成
十
九
年
度
に

お
け
る
貸
付
金
の
最
高
限
度
を
定

め
る
件

第
九
号
議
案

定
款
の
一
部
変
更

に
関
す
る
件

第
十
号
議
案

理
事
・
監
事
任
期

満
了
に
つ
き
選
任
の
件

第
十
一
号
議
案

退
任
役
員
に
慰

労
金
支
給
の
件

九
月
十
八
日
、
役
員
の
歓
送
迎

会
が
、
新
旧
役
員
・
職
員
の
出
席

の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
長
よ
り
退
任
さ
れ
ま
す
、

井
口
初
彦
前
監
事
・
石
上
清
一
前

理
事
二
名
が
紹
介
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
か
ら
挨
拶
を
頂
き
、
慰
労
金
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
新
し
い
役
員
の
繁
田
忠

男
理
事
と
吉
澤
修
一
理
事
の
紹
介

を
し
て
頂
き
、
歓
送
迎
会
は
終
了

し
ま
し
た
。

代
表
理
事
組
合
長
　
　
　
鈴
　
木
　
英
　
次

代
表
理
事
副
組
合
長
　
　
　
狩
　
野
　
正
　
明

理
　
　
　
　
　
　
事
　
　
　
秋
　
山
　
泰
　
平

〃
　
　

池
　
田
　
喜
　
彦

〃
　
　

内
　
野
　
健
　
司

〃
　
　

浦
　
田
　
　
　
祝

〃
　
　

海
　
野
　
　
　
勲

〃
　
　

勝
　
見
　
藤
　
一

〃
　
　

見
　
城
　
久
　
雄

〃
　
　

佐
　
藤
　
正
　
夫

〃
　
　

佐
　
野
　
勝
　
治

〃
　
　

※
繁
　
田
　
忠
　
男

〃
　
　

篠
　
崎
　
文
　
秀

〃
　
　

築
　
地
　
喜
　
昭

〃
　
　

宮
　
本
　
生
　
一

〃
　
　

望
　
月
　
庄
　
司

〃
　
　

望
　
月
　
良
　
信

〃
　
　

山
　
田
　
勝
　
通

〃
　
　

※
吉
　
澤
　
修
　
一

代
　
表
　
監
　
事
　
　
　
大
　
橋
　
嘉
　
明

監
　
　
　
　
　
　
事
　
　
　
小
　
林
　
雅
　
彦

〃
　
　

杉
　
山
　
節
　
雄

平
成
十
八
年
度
賦
課
金
徴
収
に

ご
協
力
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
十
九
年
八
月
三
十
一
日
開

催
の
通
常
総
代
会
も
滞
り
な
く
終

了
し
、
平
成
十
九
年
度
賦
課
金
に

つ
き
ま
し
て
ご
承
認
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、
十
九
年
度
分
の
森
林

組
合
賦
課
金
徴
収
通
知
書
を
広
報

紙
（
み
ど
り
）
と
一
緒
に
発
行
さ

せ
て
頂
き
ま
す
の
で
（
一
部
地
域

を
除
く
）
お
手
数
で
す
が
、
平
成

十
九
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
納

入
し
て
戴
き
た
く
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
組
合
員
名
義
・
住
所
・

面
積
等
の
変
更
が
あ
る
方
は
、
至

急
連
絡
を
し
て
下
さ
い
。

静岡市長　小嶋善吉あいさつ

組合長あいさつ

区　分 担当職員 委　　員　　名 

総　務 
安　本 
漆　畑 
秋　山 

石　上 
寺　田 
望　月 

剱　持 

秋　山 

寺　田 

神　谷 

狩　野 

剱　持 

◎　秋山泰平　　　浦田　祝 
○　佐野勝治　　　各委員長 

◎　篠崎文秀　　　吉澤修一 
○　海野　勲 

◎　宮本生一　　　勝見藤一 
○　内野健司　　　望月良信 

◎　山田勝通　　　築地喜昭 
○　望月庄司 

◎　池田喜彦　　　佐藤正夫 
○　見城久雄　　　繁田忠男 

広　報 

林　産 
（安全） 

林　道 

種　苗 

◎委員長　○副委員長 

委員会人事決定 委員会人事決定 
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平成18年度 

第26回通常総代会開催 

鈴木英次氏再選邇 
　　－新役員決まる－ 

パワー森林香（蚊・アブ等） 

ヒルよらん（ヒル退治に） 

フレノック（竹用除草剤） 
 
是非一度 

試してみてはいかがでしょうか 

購買人気商品購買人気商品購買人気商品
賦課金納入に 
　　　　ついて 
 お 願 い 

議　案

新
役
員
紹
介

役 員 

退 任 

役 員 

退 任 

（
順
不
同
　
※
印
は
新
任
）
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九
月
四
日
、
安
全
祈
願
祭
が
行

わ
れ
、
当
組
合
の
作
業
班
員
総
勢

五
十
人
を
集
め
林
業
セ
ン
タ
ー
で

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

神
事
で
は
、
見
城
芳
樹
神
官
が

山
の
神
、
木
の
霊
を
鎮
め
、
山
林

作
業
の
安
全
と
山
で
働
く
人
の
幸

せ
を
願
う
祝
詞
を
読
み
上
げ
、
林

産
・
造
林
の
班
長
ら
が
玉
串
を
捧

げ
労
災
事
故
撲
滅
を
改
め
て
誓
い

合
い
ま
し
た
。

祈
願
祭
終
了
後
は
、
静
岡
労
働

基
準
監
督
署
の
浅
岡
安
全
衛
生
課

長
よ
り
、「
林
業
労
働
災
害
防
止

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
を
行

い
、
ま
た
今
年
は
、
初
の
試
み
で

「
愛
の
献
血
」
と
、
午
後
は
、
譛

日
本
気
象
協
会
の
気
象
予
報
士
小

川
賢
一
さ
ん
を
お
呼
び
し
、
近
年

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
地
球
温
暖

化
と
異
常
気
象
、
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減

問
題
等
、
山
林
作
業
に
携
わ
る
組

合
と
し
て
大
変
関
わ
り
深
い
問
題

を
講
演
し
て
頂
き
、
参
加
者
は
真

剣
な
眼
差
し
で
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

最
後
に
、
伐
採
シ
ー
ズ
ン
を
前

に
注
意
を
呼
び
か
け
あ
い
ま
し

た
。去

年
も
大
き
な
事
故
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
も
林
産
委

員
を
通
じ
安
全
作
業
に
勤
め
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

静
岡
地
域
材
活
用
住
宅
推
進
協

議
会
で
毎
年
募
集
し
て
い
る
、
地

域
材
の
「
ひ
の
き
・
杉
の
柱
」
プ

レ
ゼ
ン
ト
事
業
の
募
集
が
今
年
も

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

事
業
内
容
と
し
て
、
規
格
寸
法

一
〇
・
五
袍
又
は
一
二
袍
角
。
長

さ
三
袤
又
は
四
袤
。
提
供
す
る
本

数
は
、
一
棟
あ
た
り
柱
・
土
台
合

わ
せ
て
百
本
を
上
限
。
金
額
換
算

で
、
三
十
万
円
以
内
。
増
改
築
の

場
合
は
十
万
円
以
内
。
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
。
申
込
締
切
は
、

毎
月
原
則
第
一
・
第
三
金
曜
日
。

住
宅
を
新
築
・
増
改
築
す
る
予
定

の
あ
る
方
は
、
是
非
問
合
せ
を
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

保
安
林
内
立
木
木
採

許
可
申
請
に
つ
い
て

保
安
林
を
伐
採
す
る
に
あ
た
っ

て
、
通
常
の
伐
採
届
と
違
い
伐
採

（
皆
伐
）
許
可
申
請
の
時
期
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。
二
月
・
四
月
・

九
月
・
十
二
月
の
年
四
回
で
す
。

保
安
林
か
普
通
林
か
確
認
し
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
伐
採
が
終
っ

た
ら
必
ず
完
了
届
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

森
林
を
伐
採
す
る
と
き
は

ま
ず
伐
採
届
出
書
を

森
林
の
立
木
を
伐
採
（
主
伐
・

間
伐
）
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

伐
採
届
出
書
を
市
長
に
届
け
出
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。提

出
時
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、

伐
採
開
始
予
定
の
九
十
日
〜
三
十

日
前
ま
で
に
、
組
合
で
手
続
を
お

願
い
し
ま
す
。
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★申込み条件　次の６つの条件をいずれも満たしている場合のみ
①　主要構造材は、市内で林材業を営む県産材取扱い業者で製材されたもの、かつ、建
築と施工は、市内で営業する建築士・大工・工務店にっよって行われること。

②　主要構造材に『地域材』を60％以上使用
③　市内に住宅を新築、建替えまたは増築をし、居住すること
④　提供された柱・土台は、申請した建築現場以外では使用しない
⑤　建築現場を見学会など展示PRの場として提供可能であること
⑥　建築現場に地域材使用の表示PRを行うこと（のぼり提供）
提供するのは、地域材のひのき又は杉の柱・土台　市内で120棟（抽選あり）
★お問合せ先
静岡地域材活用住宅推進協議会（静岡木材業協同組合）
（054）271－7288

★平成18年度実績
提供地区及び件数 129件 数　量 9,794本（1636.8裙）

静岡地区 107件 柱（ヒノキ） 7,300本
清水地区 22件 （ス　ギ） 1,192本

土台（ヒノキ） 1,302本

森林環境基金で作業道の開設が出来ます。
当てはまる条件は下記のとおりになりますので参考にしてください。

＜幅　　　　　員＞ 原則として3.0ｍです
＜延　　　　　長＞ １路線100m以上（１年間では300～500ｍ程度です）

※延長が長い場合は数年かかります。又は一部のみの施工となります。
※毎年連続しての施工は困難です

＜事　　業　　費＞ １路線60万円～180万円程度です。（１ｍ当たり6,000円以下です）
＜負　　担　　金＞ 事業費の１割です
＜支障木の処理＞ 関係者で処理して下さい。
＜開設の維持管理＞ 関係者で行ってください。
＜用　　　　　地＞ 所有者の無償提供
＜開設後の利用＞ 開設後概ね３年で受益山林の作業を行ってください。

以上の条件に該当する場所で作業道の開設を希望する方は申し込みをお願いいたします。
また、申込書は当組合にあります。

申込には下記の事項についてご記入をお願いします。
１．代表者及び開設を希望する場所の字・番地等
２．関係者氏名、道路が通過予定地の所有者名及び関係者の同意状況
３．開設を希望する延長
４．完成後の受益森林の作業の計画状況
５．支障木の処理計画
６．完成後維持管理の計画について
７．こちらで用意する図面に希望する路線形を記入してください

※申込期限　平成19年12月21日まで
※工事を実施する路線については、林道委員会で審査し、理事会で決定いたします。
※工事の実施は平成20年度以降となります。

平成19年度の除間伐、枝打ち等の補助事業の申請を受付けております。今後、補助を
受けようとする場合には、下記条件を参考にして早めに申請をお願いします。枠が一杯
となった時点で終了とさせていただきます。

◎除間伐補助事業
１．公共事業

①対象林齢　　　11年生～35年生まで
②対象面積　　　※１ 0.5ha以上（実測が必要）
③間 伐 率　　　ａ　20％以上30％未満

ｂ　30％以上　ａとｂでは補助金の単価は異なりますａ＜ｂ
２．申請について

④事業期間　　～平成20年２月末
⑤申請期日　　～平成20年２月中旬頃
⑥添付書類　　着手前、完成写真添付
⑦そ の 他　　森林国営保険に加入（手続きは組合でさせていただきます）

１ha当たり5,000円～7,000円程度
（林齢・樹種によって金額が違ってきます）

３．補助金額について（概算）

公共事業　　50,000～90,000円（市の付増の補助金含む）
※普通林か砂防林指定（保安林含む）等の条件により補助金額に幅あり

◎枝打補助金
１．申請について

①対象面積　　※１ 0.5ha以上
②枝 下 高　　２ｍ以上
③対象林齢　　11年生～30年生
④事業期間　　～平成20年２月末
⑤申請期日　　～平成20年２月中旬頃
⑥添付書類　　着手前、完成写真添付
⑦そ の 他　　森林国営保険加入　１ha当たり4,000～6,000程度

（林齢・樹種によって金額が違ってきます）

◎申請にあたっての注意点
・補助金を申請する場合は、山林の地番をお調べのうえお越しください
（既定の申請用紙、委任状に印鑑が必要ですので、印鑑を忘れずにご持参ください）
・補助金額は平成18年度を参考にしてありますので、多少の増減はあります　
※１．対象面積は,0.1ha～0.5haでも申請ができる場合がありますので、お問合せください。
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